
●  石の宝殿 & 生石の郷 の由来 

                       

1. 生石神社 社伝による石の宝殿の由来 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 播磨風土記に記載された生石の郷 

  大国の里  土は中の中。 大国とよぶわけは、百姓の家が多くここにたむろしていた。だから大国という。 

  この里に山があり、その山を伊保山という。仲哀天皇を神と奉り、神功皇后は石作連大来を連れて讃岐の国の羽若の地の石を 

お求めになられた。その地から海を渡って来られて、まだ御盧

をお定めにならなかったとき、大来が（絶好の地を）見出して

みんなに知らせた。だから美保山という。 

山の西に原がある。名を池之原という。原の中に池がある。だ

から池之原という。 

   原の南に石の造作物がある。  

その形は家屋の如くで、長さは二丈、巾は一丈五尺で、高さも

同様である。その名号を大石という。言い伝えによると、聖徳

の王の御代に弓削大連（物部守屋）が作った石である。 

 

 




